
■円安の先の世界■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 374号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：月曜日の小さな旅 

  

1 か月前に友人の H 君から、「一週間休み無しは良くない、ワークライフバランスを大切に。」と注意を受けま

した。 

そこで、「休まないのはカッコ悪い、、に自分を変えたいと思いました^_^」と返信し、早速月曜日を「休業日」

に決定しました。 

とはいえ、月曜の夜遅く、１件オンラインの定例会議があるので、完全休業日とは言えないのですが、まずは

新たなアポを排除しました。 

もちろんカミさんにも月曜休業を宣言し、仕事を入れないようお願いし、二人で遊ぶ日に決めました。 

・ 

そしてついに、「月曜日の小さな旅」が始まりました。 

昨日 6/19は、長野方面の日帰りで、善光寺の御開帳と、小布施の北斎館及びその周辺に行ってきました。 

皆さんに話したい土産話もたくさんありますが、その話は別の機会にするとして、今日は今後のことについて

お願いです。 

要は、松村夫婦が月曜日に遊びに行く先を、紹介していただきたい。 

まず、来週の月曜日 6/27は、千葉県市原市の黒澤瓦店と、鋸南（きょなん）町のパクチー銀行を訪ねます。 

でも、7月以降は未定です。 

自薦他薦は問いませんし、同行も歓迎です。 

また、月曜スタートなら、宿泊旅行も調整可能ですので、あなたからのお誘いをお待ちしています。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより： 円安の先の世界 



 

日本は個人の土地所有が認められていることになっているが、所有に対する税として固定資産税や都市計画税

が課税されるので、土地を国から賃借しているに等しい。 

そこで僕は、この仕組みを真似て「所有権賃貸」というやり方を編み出して、笑恵館を立ち上げた。 

笑恵館の土地建物すべての所有権を所有者 T さんから社団法人が借り受けて、固定資産税などの所有者負担相

当額を賃料として支払う契約だ。 

契約期間は 12月 31日までの 1年間で、解約の申し出がない限り自動更新する。 

T さんからしてみれば、僕(松村)と二人で設立した法人に貸すということは、個人の自分が法人の自分に課すだ

けのことなので、何のためらいもなく賛同してくれた。 

その結果、この法人は笑恵館の所有経費のみを負担する「実質的所有者」となった。 

そして、T さんが解約し(諦め)ないかぎり、土地建物を売却せずに利活用し続ける「資源」とする「日本土地資

源協会」が成立した。 

・ 

土地所有の法人化は、個人所有から集団による所有に移行することで、孤立する土地所有者を救うためである

と同時に、土地を持たない人にも所有権を与えるため。 

それなら、わざわざ法人化せずとも、共同所有することでその目的は達せられるだろう。 

だが、社会に一人で無く、数えきれないほど存在する土地所有者の孤立を解消するには、より多くの土地を所

有する必要がある。 

結局、多くの土地とその所有者、そして多くの土地を持たない協力者が。土地を共有しながら利活用を促進す

るためには、これらの人々が所属し土地を所有する法人が必要だ。 

こうしてできた日本土地資源協会は、法人に所属する所有者に支払うのと同額の賃料を、法人に所属する使用

者から徴収する非営利法人だ。 

つまり、土地を持たない人も土地所有者と同じ条件で土地を使用できるようになる。 

「みんなで地主」とはこのことだ（http://land-resource.org/）。 

さらに言えば、ここで言う土地使用とは、所有権の転貸であり、国から土地を賃借しているのと同じこと。 

つまり、日本土地資源協会は、日本国と同じ役割を果たすことになるので、これを僕は国づくりと呼ぶことに

した。 

・ 

なぜ僕が国づくりに挑むのか、それは日本という国の存続が危ういからだ。 

今問題視されている円安は、確かに日本が貧しくなっていくことを示しているが、これを嘆くのは豊かさを享

受している人だけであり、豊かさに苦しめられている多くの人には、むしろ朗報だ。 

誰もが今の日本に満足しているのでなく、むしろ不満や不信を抱いているのなら、日本の破たんを喜び歓迎す

べきだと僕は思う。 

現状そのままを継続する存続が危ういのであって、必要なものを残すだけなら、十分存続可能なはず。 

では、「国が担わなくてもよいもの」とは何だろう。 

それは、「国でなくむしろ国民自身が担うべきもの」だと僕は思う。 

・ 

まず、国に対しては、全地域に対しあるいは全国民に対し、一律に行う必要の無いもの。 

そしてこのことは、都道府県や市町村に対しても同じことが当てはまる。 

日本が一つの国で、それが都道府県に分割され、さらに市町村に分かれているわけではないことは、誰でも知

っているだろう。 

だが、その逆にすべての地域社会＝市町村の集まりを都道府県というグループにまとめ、全体を日本政府がま



とめていると考えるのも間違いだ。 

むしろ僕は、日本という国は日本最大の法人で、都道府県という 47 の支店を介して 1,700 を超える営業所によ

って運営しているソーシャルビジネスを担っていると考えたい。 

現状はこの法人が、ついに多くの国民から愛想をつかされつつある状態に過ぎない。 

・ 

でも、忘れてならないのは、現状の世界は「国家という法人群」によって成立していること。 

日本国という法人を維持継続しないと、間違いなく他国という法人が乗り込んでくる。 

そこで僕は、日本(法人)存続のため、不採算部門の大胆な民営化を提唱したい。 

それはズバリ「地方自治部門」のこと。 

すべての行政機関は、国の直轄あるいは出先、下部機関とし、適合しないものは補助や助成も含めてすべて独

立民営化する。 

国法人は、これらの直轄組織を最大限に活用して、対外事業(外交)に取り汲む。 

その一方で、社会事業の民営化は原則として非営利経営とし、地方自治はそれを担う自治法人が成立した地域

のみで実施する（アメリカ型）など、世界各地の事例を参考に自由に展開する。 

・ 

そして、一番大切なことは、これらの変革は現状のまま、できるところから、小さく即座に着手する。 

すべての人が、自分自身の存続のため、周囲との共存を模索することが必要だ。 

各所で「コミュニティ作り」が盛り上がっているのは、新たな自治の萌芽に違いない。 

これからの「地域」とは、平面的な範囲だけでなく、思考的、思想的、概念的、デジタル的など、多次元に展

開し、国家は地球上の面的範囲だけの世界を担い手にとどまるだろう。 

すでに世界は、GAFAMなどのグローバル企業群と国家群が提供する「インフラ」になりつつある。 

「円安の先の世界」で、おどり、演じ、歌うのは、無数の「地域」だということに、今から僕はワクワクする。 

 

https://nanoni.co.jp/20220620/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】◎：申込優先、〇：申込必要、×：一般参加不可、下記以外の時間はすべて応相談 

 

■今週の予定 

（火）06/21 なのに（各所）作業日 

 会議×：17-18時 すべてに開かれた会（反町） 

（水）06/22 なのに（各所）作業日 

   会議×：10-11時 OFW打合せ（川崎） 

   見学〇：11-12時 川崎動物愛護センター（川崎） 

   会議×：14-15時 いづみ会計MTG（反町） 

（木）06/23 なのに（各所）作業日 

面談〇：15-17時 見学・佐藤さん（笑恵館） 

会議◎：17-19時 笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）06/24 いづみ（横浜）作業日 

 交流◎：18-19時 カプラー起業交流会（zoom） 



（土）06/25 笑恵館（世田谷）作業日 

交流◎：09-17時 よろず相談会（笑恵館） 

（日）06/26 いづみ（横浜）作業日 

交流◎：09-12時 PJT説明会（いづみ） 

交流◎：12-18時 いづみ tea&bar（いづみ） 

（月）06/27 なのに（千葉）休業日 

 訪問〇：黒澤瓦店＋パクチー銀行（千葉） 

会議○：22-23時 八島花文化財団準備室MTG（zoom） 

 

■定例の予定 

月曜・毎週 22-23時 ○八島花文化財団準備室MTG（zoom） 

火曜・第 2,4 20-21時 〇LR定例営会議（zoom） 

水曜・第 1 10-12時 〇OforW経営運営会議（zoom） 

第２ 08-10時 ×ARチームMTG（zoom） 

木曜・第２ 15-16時 ×かなこ PJT（zoom） 

 17-19時 ◎笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

第３ 13-18時 ◎笑恵館なるほどデイ（笑恵館） 

 18-20時 〇笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

 20-21時 〇一宮庵クラブ運営会議（成城） 

第４ 17-19時 ◎笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

金曜・第４ 18-19時 ◎カプラー起業交流会（zoom） 

土曜・毎週 09-17時 ◎よろず相談会（笑恵館） 

第１ 21-22時 ×喜多見共和国MTG（zoom） 

第２ 12-14時 ×RYUSEN PJT（zoom） 

日曜・毎週 09-17時 ◎いづみ PJTオープンデイ、説明会（反町） 

第１ 10-11時 ×100smile会議（zoom） 

第４ 10-14時 〇名栗の森オーナーシップクラブ月例会（飯能） 

 

■今後の予定 

07/03 会議○：17-21時 八島花文化財団設立総会（京島駅） 

07/07 交流○：10-12時 都市農業を考える 2（笑恵館） 

07/10 交流○：13-16時 チャレンジアシスト P公開審査会（夢の島） 

07/15 会議×：16-18時 HFA定例会（恵比寿） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

４．地主の学校・販売中 

 

拙著【地主の学校】はこちら 

https://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-23339-0.jsp 



セミナー、読書会など気軽にご相談ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

5．アクセスポイント 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携帯 090-9830-3669 

 

自宅：株式会社なのに（取締役・平社員） 

〒226-0016神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

 

職場：一般社団法人日本土地資源協会（代表理事） 

http://land-resource.org/ 

〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19笑恵館 

http://shokeikan.com/ 

 

主な所属団体： 

特手非営利活動法人HOME-FOR-ALL（事務局長） 

http://www.home-for-all.org/ 

一般社団法人地域社会圏研究所（事務局長） 

https://localrepublic.jp/ 

ユナイテッドスクールオブ東京（顧問） 

https://www.united-school.jp/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

6．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事の抜粋などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://eepurl.com/dHjgFX 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


